
災害メモリアルアクションKOBE
兵庫県⽴舞⼦⾼等学校

⽬的：災害時、その⼈にとってベストな選択をとって後悔しないでほしい

兵庫県⽴舞⼦⾼等学校の紹介
昨年度に引き続き、今年度 も各
学年の環境防災科の⽣徒 9名が参
加させていただいています。
来たる南海トラフ巨⼤地震に備え、
⼀⼈⼀⼈が⽣き延びるためにはど
うすればいいのかを考え、活動し
てきました。

インプットについて
今回私たちはインプットとして、

ヒアリング調査を実施しました。

・11⽉４⽇南あわじ市防災訓練
防災訓練に参加していた地域の⽅々に、災

害に関する質問６つのアンケートを⾏いま
した。回答⽅法はシールの貼付です。

・11⽉７⽇渚中学校聞き取り調査
渚中学校の校⻑先⽣に阪神・淡路⼤震災の

経験や、現在学校で⾏っている活動につい
てお話ししていただきました。

・11⽉11⽇垂⽔地区街頭調査
11⽉4⽇同様の形式で、地域と年齢層を変

えて聞くために垂⽔駅前で聞き取り調査を
⾏いました。

インプット
・もっと踏み込んだ内容を

聞きたかった
・質問の⽤意が不⼗分だった
・⼈を選んで質問してしまった
・アンケートの項⽬が多かった

アウトプットについて

アウトプット
・防災知識がある相⼿にする内容

ではなかった
・時間配分ができなかった
・間違ったことを教えてしまい

そうになった

⻄淡中学校
全校⽣徒対象
・学校紹介
・南海トラフ巨⼤地震について

（予測・対応・対策）
・クイズ（Ａ or Ｂ）
・質疑応答

広⽥⼩学校
〜⽚⽅のクラス〜
・学校紹介
・防災紙芝居
・〇×クイズ
〜もう⽚⽅のクラス〜
・海溝型地震の実験
・新聞スリッパ

全体
・ミーティングが少なかった
・参加率が低かった
・効率よく作業できなかった
・チームとして機能してなかった
・発表に対する準備ができなかった

反省


